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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，青年期の発達障害者の就労に焦点をあて，デンマークの事例を調査
し，就業支援のありかたを探究することである。
研究期間中，毎年デンマークを訪問しデンマークの教育と就労支援を研究し，それを日本で生かす可能性を探究
した。その成果は，2017年8月に出版した谷雅泰・青木真理編著『転換期と向き合うデンマークの教育』およ
び，2017年11月24日に福島大学で市民対象に開催した「みんなが活躍できる社会をどう構想するか―デンマーク
に学ぶ―」と題するシンポジウムに結実した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to focus on the employment of the youth with 
developmental disorders, survey the cases found in Denmark, and discover how employment support for 
the youth with developmental disorders should be.
We visited Denmark once per a year during the study period, investigated the education and 
employment support for the youth in Denmark seeking for the possibilities to　make use of the result
 of the investigation in Japan. The result was published as a book named "The Danish Education 
Facing Its Turning Point"（Edited by TANI&AOKI).
We also held a symposium named "We discuss the society where everyone can be active:Learn from the 
Danish society" on Nov.24, 2017 at Fukushima University.

研究分野：臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
（１）研究開始以前の研究 
研究代表者らは 2005 年からデンマークを
訪問し，教育および若者支援策についての聞
き取り調査を行ってきた。この期間はおりし
もデンマークの教育施策の大きな転換期に
重なり，ほぼ毎年訪問調査するなか急激な変
化を目の当たりにすることになった。 
（２）その研究で明らかになったこと 
それらの調査により以下４つのことを明
らかにした。 

i）デンマーク若者支援の方針は，“すべて
の若者が教育を受けて労働市場に参画す
る仕組み”をつくることである。 
ii）若者のキャリア選択を支援するために
ガイダンスの改革が行われた。 
iii）特別ニーズを持つ人の教育と就労につ
いての制度整備も行われている。そのひと
つに STU（特別ニーズを持つ青年に対する
教育）がある。 
iv）STUのひとつの AspIT（アスピット）
の始動・拡大：自閉症スペクトラム障害(以
下 ASD)で平均以上の知能をもつ人を対象
にした民間の IT 教育であり，高い就職率
を示して高評価を得，次第に拡大しつつあ
る。 

 
２．研究の目的 
これらの研究成果を受けて本研究ではデ
ンマークで発達障害者を就労につなげる教
育に焦点を合わせ，その実態を詳細に調査す
ること，そして日本の発達障害者就労支援の
モデルに活かす可能性を検討することにし
た。 
 
３．研究の方法 
（１）AspITの調査と分析 

AspIT は，コンピュータの仕組みが ASD
の人たちの発達特性にフィットすることを
最大限に活用して教育を行い，就労につなげ
ようとするプログラムであり，2014 年現在，
ほぼ 80％の就労を実現している。AspITが成
果を上げていることの要因を分析する。 
（２）そのほかの施設の調査 

AspIT が対象とする青年の人数は限られ
ているので，IT教育以外の分野で発達障害な
どの特別なニーズを持つ青年の教育と就労
支援を行う施設を調査する。 
また，青年の教育を選択するのを支援する
ガイダンスセンターにも聞き取りを行い，発
達障害者の教育の選択，就労を実現するプロ
セスについて明らかにする。 
（３）日本での発達障害者の就労支援につい
て，シンポジウムを開催してディスカッショ
ンを行い，その成果に基づき就労支援のプロ
セスについてのモデルを作成し提案する。 
 日本でシンポジウムを開催し，これまでの
研究成果からデンマークの発達障害者のキ
ャリア選択・就労支援のプロセスを紹介し，
日本でキャリア選択，障害者の就労に関わる

人とともに議論する。その議論をもとに，日
本で実現可能なプロセスモデルを作成する。 
 
４．研究成果 
（１）AspIT など，ASD 青年への IT 教育の実
態，成功の要因 
デンマークで ASD 青年への IT 教育を行う
場として，AspIT，Specialisterne（スペシ
ャリスターネ）という二つの場所を調査した。
どちらも，ASD 青年の発達特性（直観的・視
覚的理解の優位，興味を持つ分野への徹底し
た集中）を”強み“としてコンピュータ教育
に活かそうとするものである。具体的な表現
として AspIT は ASD の特性を「焦点が絞られ
た才能」と表現し，Specialisterne は「欠如
ではなく価値である」と表現している。少人
数教育であること，実践的な教育内容，イン
ターンシップの重視が共通している。 
AspIT の特徴として，インターンシップに
おけるメンター制度がある。インターンシッ
プ受け入れ企業のメンター候補者がAspITの
メンター研修コースを受ける。メンター制度
はAspITの学生がスムーズにインターンシッ
プを修了するために大きな助けになってい
る。インターンシップは企業にとっても高い
IT 能力を有する人材を受け入れる利益をも
たらし，またインターン学生にあわせて行っ
た企業内の環境や手続きの改善がいわばユ
ニバーサルデザインとして企業のスタッフ
たちにも有効なものと評価されている。 
一方，Specialisterne は IT 企業部門と教
育部門から成り，教育を終えた青年を自社で
雇用することも可能である点が特徴的であ
る。 
どちらの教育においても IT 教育とならん
で青年の社会性を育てるという課題に関し
て工夫を凝らしている。ASD の発達特性を「強
み」として活かしつつ，社会の一員としての
基本的なふるまいを身に付けることも必要
と考え，その実現に向けての様々な方策をと
っている。 
こうした ASD 特性を「強み」として活かす
ことと，必要最低限の社会参加のためのスキ
ルを無理のない範囲で身に付けることを目
指すという 2 本立ての教育が，ASD 青年のキ
ャリア選択，社会参加の実現を可能にする重
要な要因であると考える。 
 
（２）IT 以外の分野での就労支援についての
調査 
IT 以外の分野で，発達障害を持つ青年への
教育と就労支援を行う場所のひとつ，
Grennessminde グレンネスミンネは，手工業，
農業，調理など多彩な工房での訓練を行う。
この施設は当事者が有するリソースを重視
し，ひとりひとりにカスタマイズした教育内
容を持ち，多彩な工房での訓練を通じて多業
種への就労実現を目指している。また質の高
い製品を生産し，消費者・地域への貢献も大
きい。 



 
（３）発達障害など特別なニーズを持つ青年
の就労支援における重要な要因について 
IT 教育の AspIT，Specialisterne，手工業
教育を行う Grennessminde に共通するのは，
障害特性に配慮すること，当事者の発達特性
を含めた内的リソースを強みとして活かす
こと，そして教育・訓練の結果生み出される
生産物（技術，製品）が地域・社会・消費者
に貢献することである。当事者，教育機関，
社会の３者にとっての利益を生み出すとい
う視点に注目すべきである。 
 
（４）『転換期と向き合うデンマークの教育』
著書の出版 
 28 年度までの研究成果をまとめ，谷雅泰・
青木真理編著『転換期と向き合うデンマーク
の教育』を 2017 年 8月に出版した。 
 
（５）障害を持つ青年の社会参加を実現する
ための手立てを考える 
2017 年 11 月 24 日に「みんなが活躍できる
社会をどう構想するか―デンマークに学ぶ
―」と題するシンポジウムを福島大学で開催
した。デンマークの特別支援教育・若者支援
の専門家，福祉型専攻（障害を持つ青年が特
別支援学校高等部を卒業後学ぶ場）を福島に
つくることを目指す団体の代表，キャリア教
育の専門家をシンポジストとして議論を行
った。その中で明らかになったことは以下の
点である。 
デンマークの教育改革の中で今，焦点が当
たっているのは，義務教育後の教育を受ける
ためのレディネスの整っていない少数の青
年をターゲットにそのレディネスを引き上
げることである。それは，すべての人がその
コンピテンスを活かして社会参加していく
ことを実現するために喫緊の課題と考えら
れている。つまり，教育改革，ガイダンス改
革，職業教育改革に通底するのは，その少数
弱者のレディネスの引き上げである。くわえ
て教育と雇用にスムーズに参加できない青
年への支援の新しい枠組みとして，Youth 
Unit が案出され，その中に既存の様々な支援
リソースが組み込まれて統合されている。 
 日本で「みんなが活躍できる社会」の実現
を目指すためには，デンマークのように，比
較的少数の弱者を対象に，内的リソースを強
みとして活かす視点から教育と就労支援の
仕組みをつくる必要がある。またそのために
は，既存の組織ありきの行政サービスから子
ども・青年・市民を中心においた行政サービ
スへの転換を図ることも重要である。 
 
（６）今後の研究課題～日本ですべての人が
社会参加できる仕組みを実現するための包
括的キャリア形成支援プロセス研究 
 本研究では開始当初，発達障害者の充実し
た就労を実現するためのプロセスモデルを
検討することを目的としていたが，研究を進

めるにつれ，より広範囲のモデルを想定する
必要性を感じることになった。今後の研究課
題として，障害者のみならずすべての人が社
会に貢献できることを支援する包括的なキ
ャリア形成支援プロセスのモデルを検討す
る必要があると考えている。 
デンマークのキャリア形成支援の根底に
ある理念は，市民中心主義，生活者の民主主
義（小池 2017）であり，ゼロ歳児から青 
年期後期まで切れ目のない支援が整備され
ている。キャリア形成支援はリソース志向的
で，障害の有無，多文化的な背景等個別の状
況に合わせた丁寧な支援の仕組みを整備す
ることを目標としている。ところでデンマー
クは「世界一幸せな国」と言われるが，グロ
ーバリズムの潮流との対峙，ＥＵ全体が抱え
る移民・難民問題や多文化間の衝突など，普
遍的な課題を抱えた国でもある。その中でデ
ンマークは「生活形式の民主主義」（Hal 
Cock）の理念のもと「すべての人がその能力
を十全に発揮して社会に参加できる」社会の
実現をめざし，伝統と新機軸を折衷させつつ
改革を続けている。一方，日本は，戦後民主
主義の成熟を達成しないまま，不登校，高校
中退とその延長にあるといえるひきこもり

の問題を抱え，抜本的な解決の目途が一向に
立たない。対症療法だけでない抜本的な解決
のためには，主体的に生きる人材養成を行う
必要があると考える。図１に，デンマークの
キャリア形成支援プロセスに倣って日本で
実現したいプロセスモデルを示した。 
 今後はこの包括的キャリア形成プロセス
モデルの実現に向けて，協力自治体において
介入研究を行う予定である。 
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